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本日のご説明内容

１．地質調査の概要について

２．発電所地表面および建屋の測量結果
（中間報告）について
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１．地質調査の概要について
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建設時の地質調査
新指針対応の地質調査

施設の耐震安全性評価

地質構造の評価

地質調査の位置づけ

中越沖地震

今回の地質調査
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地質調査の目的
昨年 今回

目的 新指針対応

→敷地内および敷地
近傍の地質構造に
関する評価の補完

中越沖地震を踏まえた耐震安全性
の評価
→広域な地質構造の評価

調査
内容

起震車による地下探査 海上音波探査

起震車による地下探査（範囲拡大）

ボーリング調査など

期待
される
成果

敷地内および敷地近傍
における地質構造

中越沖地震の震源に関する地盤の
情報

敷地内および近傍の断層評価

地震後の発電所基礎岩盤の状況
確認
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地質調査の全体概要

①【海域】
H19.8.27～H19.10末予定

約50km

約140km

長
岡
平
野
西
縁
断
層
帯

②【陸域】
H19.9.20～
H20.3末予定

③【敷地および敷地近傍】
H19.10.3～H20.3末予定
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① 海域の調査

音波探査概念図

柏崎刈羽
原子力発電所

■海上音波探査
海上音波探査により，周辺海域の
地下構造を評価

測線数：80本
総延長：約1,350km
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② 陸域の調査 1/3

○発電所周辺：14測線、総延長約100km

○発電所敷地内および発電所近傍：
4測線 総延長約9km

 

反射法地震探査の探査原理図

起震車による地下探査
起震車を用いた地下探査により，長岡平野西縁断層帯を
含む周辺陸域の地下構造を評価

①
②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧⑨

⑩⑪

⑬
⑫

⑭

a

b

c

d

地下探査測線位置（予定）

凡例

地下探査測線
長岡平野西縁断層帯



8

② 陸域の調査 2/3

（動画）
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地表地質調査
地表を目視で調べ、変状状況から断層
の有無を調査

ＧＰＳ測量
衛星を使って地表の高さや位置を調べ、
地震前のデータと比較し、広域な
地表面の変動を調査

② 陸域の調査 3/3

今回測量するＧＰＳ基準点（33カ所）

凡 例

地表地質調査（発電所から半径約10km）

国の電子基準点（10カ所）

柏崎市

発電所

刈羽村

北
陸
自
動
車
道

関越自動車道
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③ 敷地および敷地近傍の調査 1/2

ボーリング調査

地下探査結果と地質を対比

地震前後の基礎岩盤特性の変化を
確認するため、ボーリング調査および
岩盤の物性試験を実施

地下探査結果を対比するためのボーリング調査
（深さ300ｍ～1300ｍ程度、4ヵ所）

岩盤を対象としたボーリング調査
（深さ最大300ｍ程度、13ヵ所）

反射法地震探査測線（再掲）

凡 例

地下深部・建屋基礎岩盤の調査



11

③ 敷地および敷地近傍の調査 2/2

凡 例
敷地内でのボーリング調査
地表付近の地下探査（弾性波探査）
埋戻し土掘削調査
航空写真測量
敷地内の断層の観察
敷地近傍の断層の水準測量
真殿坂断層が推定される向斜

敷地内でのボーリング調査

地表付近の地下探査

埋戻し土掘削調査

航空写真測量

敷地内の代表的な断層の観察

敷地近傍の断層（真殿坂断層）を
横断する水準測量

地表面の調査
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地質調査のスケジュール

10 20 30 10 20 30 10 20 30

海域の調査 海上音波探査

周辺陸域の調査
（１）

起震車による地下探査

周辺陸域の調査
（２）

地表地質調査
GPS測量

敷地および敷地
近傍の調査（１）

ボーリング調査（岩盤）
物性試験

敷地および敷地
近傍の調査（２）

ボーリング調査(埋戻し土）
各種地盤調査
測量
断層調査

地質調査スケジュール（予定）
１２月 １月 ２月 ３月８月 ９月 １０月 １１月
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２．発電所地表面および建屋の
測量結果（中間報告）について
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発電所地表面の測量結果（１－４号機側）

1 2
3 4
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発電所地表面の測量結果（５－７号機側）

567
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状況写真（１）

①
②

① ②

1～4号機側
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③

④

5～7号機側

③ ④

状況写真（２）



18

発電所地表面の測量結果

【調査結果】
建屋の海側や、建屋沿いの地表面で沈下（埋め戻し部）
断層が動いたときに発生する大規模で直線的な沈下や
隆起なし

【今後の予定】
国の水準点が復旧次第、正確な発電所地表面レベルをとり
まとめる予定
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建屋の測量結果（１－４号機側）

建屋レベルは、地震前水準測量（平成18年5月に実施）に対する地震後水準測量の差分

・単位：mm固定点（仮定）

・単位：mm
・ は各建屋の最大傾斜箇所と方向を示す

（１－４号機配置図）
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建屋の測量結果（５－７号機側）

（５－７号機配置図）

固定点（仮定）

建屋レベルは、地震前水準測量（平成18年5月に実施）に対する地震後水準測量の差分

・単位：mm
・ は各建屋の最大傾斜箇所と方向を示す
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建屋傾斜変化について

原子炉建屋

タービン建屋

原子炉建屋

タービン建屋

原子炉建屋

タービン建屋

原子炉建屋

タービン建屋

原子炉建屋

原子炉建屋

タービン建屋

コントロール建屋
６号機

５号機

４号機

３号機

２号機

タービン建屋

廃棄物処理建屋

原子炉建屋

タービン建屋
７号機

１号機

1/100000 1/10000 1/1000 1/100

大小 傾斜量

傾斜限界値の目安（日本建築学会）
(1/2000)

▼

傾斜量＝
変位量

建屋の幅

最大 約1/4,700

建屋の幅

変位量
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建屋の測量結果

【調査結果】
原子炉建屋、タービン建屋については、構造上影響を与える
ような大きな傾斜はなし

【今後の予定】
国の水準点が復旧次第、地震前後の正確な建屋レベルを
とりまとめる予定
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建屋傾斜変化について

原子炉建屋

タービン建屋

原子炉建屋

タービン建屋

原子炉建屋

タービン建屋

原子炉建屋

タービン建屋

原子炉建屋

原子炉建屋

タービン建屋

コントロール建屋
６号機

５号機

４号機

３号機

２号機

タービン建屋

廃棄物処理建屋

原子炉建屋

タービン建屋
７号機

１号機

1/100000 1/10000 1/1000 1/100

大小 傾斜量

傾斜限界値の目安（日本建築学会）
(1/2000)

▼

傾斜量＝
変位量

建屋の幅

②の最大値
約1/4,700

建屋の幅

変位量

当初測定時 地震前 地震後

① ②

③

①の最大値
約1/8,100

③の最大値
約1/5,600
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建屋傾斜方向の変化

約 1/12,000

約 1/4,700 約 1/6,100

①当初測定時から地震前 ②地震前から地震後 ③当初測定時から地震後

７号機原子炉建屋の例

矢印は最大傾斜箇所と方向 値は最大傾斜量を示す

N

= 17mm
81,000mm

= 9.5mm
58,000mm

= 4.5mm
57,000mm

当初測定時 地震前 地震後

① ②

③
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